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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着時に使用者の一方の側頭部に沿って配置される第１のテンプル部と、
　装着時に前記使用者の他方の側頭部に沿って配置される第２のテンプル部と、
　装着時に前記使用者の顔の前方に配置されるフロント部と、
　を有し、
　前記フロント部は、
　少なくとも撮像装置を有する電装部と、
　前記第１のテンプル部が接続可能な第１の接続部と、
　前記第２のテンプル部が接続可能な第２の接続部とを有し、
　前記第１のテンプル部及び前記第２のテンプル部の少なくとも一方のテンプル部は、テ
ンプル側電装部を有し、
　前記第１のテンプル部、前記第２のテンプル部は、前記フロント部の前記第１の接続部
、前記第２の接続部に着脱自在なテンプル部であり、
　前記フロント部の前記撮像装置により撮影された画像の情報が、前記フロント部から、
前記少なくとも一方のテンプル部の前記テンプル側電装部に伝送され、
　前記フロント部の前記第１の接続部は、前記第１のテンプル部に代えて前記第２のテン
プル部が接続可能な接続部であり、
　前記フロント部の前記第２の接続部は、前記第２のテンプル部に代えて前記第１のテン
プル部が接続可能な接続部であり、
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　前記フロント部は、
　前記第１の接続部及び前記第２の接続部に、同一種別のテンプル部が接続された場合に
、前記同一種別のテンプル部が有する電装部同士間の電気的接続を非接続にすることを特
徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１のテンプル部は、第１のテンプル側電装部を有し、
　前記第２のテンプル部は、第２のテンプル側電装部を有し、
　前記撮像装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から、前記第１、第２のテンプ
ル側電装部の少なくとも一方に伝送されることを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記フロント部の前記電装部と、前記第１、第２のテンプル側電装部の少なくとも一方
は、前記フロント部の前記第１、第２の接続部に前記第１、第２のテンプル部が接続され
た場合に、電気的に接続されることを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項４】
　請求項２又は３において、
　前記撮像装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から前記第２のテンプル側電装
部に伝送され、前記第２のテンプル側電装部において、前記画像の情報に対して処理が行
われ、前記処理により得られた情報が、前記第２のテンプル側電装部から前記第１のテン
プル側電装部に伝送されることを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記第１のテンプル側電装部は、表示装置を有し、
　前記撮像装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から前記第２のテンプル側電装
部に伝送され、前記第２のテンプル側電装部において、前記画像の情報に対して画像処理
が行われ、前記画像処理が施された画像の情報が、前記第２のテンプル側電装部から前記
第１のテンプル側電装部に伝送されて、前記第１のテンプル側電装部の前記表示装置にお
いて表示されることを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項６】
　請求項２又は３において、
　前記撮像装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から、前記第１のテンプル側電
装部に伝送されると共に前記第２のテンプル側電装部に伝送されることを特徴とする眼鏡
型ウェアラブル装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１のテンプル側電装部は、表示装置を有し、
　前記撮像装置からの前記画像の情報は、前記フロント部から前記第１のテンプル側電装
部に伝送されて、前記第１のテンプル側電装部の前記表示装置において表示され、
　前記撮像装置からの前記画像の情報は、前記フロント部から前記第２のテンプル側電装
部に伝送され、前記第２のテンプル側電装部において、前記画像の情報に対して、画像処
理、記憶処理及び装置外部への通信処理の少なくとも１つの処理が行われることを特徴と
する眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項８】
　請求項１において、
　前記少なくとも一方のテンプル側電装部は、表示装置を有し、
　前記撮像装置からの前記画像の情報は、前記フロント部から前記少なくとも一方のテン
プル側電装部に伝送されて、前記少なくとも一方のテンプル側電装部の前記表示装置にお
いて表示されることを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項９】
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　請求項５又は７又は８において、
　前記表示装置は、
　表示部と、
　前記表示部の画像を使用者に虚像として観察可能にする接眼光学系と、
　前記接眼光学系の接眼窓を前記フロント部の前方に支持する支持部と、
　を有することを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかにおいて、
　前記少なくとも一方のテンプル側電装部は、バッテリを有し、
　前記バッテリからの電源が、前記少なくとも一方のテンプル側電装部から前記フロント
部の前記撮像装置に供給されることを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　前記バッテリは、前記少なくとも一方のテンプル部のモダン部に設けられることを特徴
とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　前記少なくとも一方のテンプル部は、
　前記バッテリが設けられる前記モダン部と、
　前記モダン部を着脱可能に接続する接続部と、
　を有することを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれかにおいて、
　前記第１のテンプル部は、
　前記第１の接続部への接続時には、第１の側面が第１の方向を向き、前記第１の側面の
反対側の面である第２の側面が前記第１の方向と反対方向の第２の方向を向いた状態で、
前記第１の接続部に接続され、
　前記第２の接続部への接続時には、前記第１の側面が前記第２の方向を向き、前記第２
の側面が前記第１の方向を向いた状態で、前記第２の接続部に接続され、
　前記第２のテンプル部は、
　前記第２の接続部への接続時には、第１の側面が前記第２の方向を向き、前記第１の側
面の反対側の面である第２の側面が前記第１の方向を向いた状態で、前記第２の接続部に
接続され、
　前記第１の接続部への接続時には、前記第１の側面が前記第１の方向を向き、前記第２
の側面が前記第２の方向を向いた状態で、前記第１の接続部に接続されることを特徴とす
る眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれかにおいて、
　前記第１の接続部は、第１の端子と、第２の端子を有し、
　前記第２の接続部は、第３の端子と、第４の端子を有し、
　前記第１のテンプル部は、
　前記第１の接続部への接続時には前記第１の接続部の前記第１の端子に接続され、前記
第２の接続部への接続時には前記第２の接続部の前記第４の端子に接続される第１のテン
プル側端子と、
　前記第１の接続部への接続時には前記第１の接続部の前記第２の端子に接続され、前記
第２の接続部への接続時には前記第２の接続部の前記第３の端子に接続される第２のテン
プル側端子と、
　を有し、
　前記第２のテンプル部は、
　前記第２の接続部への接続時には前記第２の接続部の前記第３の端子に接続され、前記
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第１の接続部への接続時には前記第１の接続部の前記第２の端子に接続される第３のテン
プル側端子と、
　前記第２の接続部への接続時には前記第２の接続部の前記第４の端子に接続され、前記
第１の接続部への接続時には前記第１の接続部の前記第１の端子に接続される第４のテン
プル側端子と、
　を有することを特徴とする眼鏡型ウェアラブル装置。
【請求項１５】
　眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に使用者の顔の前方に配置されるフロント部であって
、
　前記眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に前記使用者の一方の側頭部に沿って配置される
第１のテンプル部を接続するための第１の接続部と、
　前記眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に前記使用者の他方の側頭部に沿って配置される
第２のテンプル部を接続するための第２の接続部と、
　撮像装置を有する電装部と、
　を有し、
　前記第１、第２の接続部の少なくとも一方の接続部から、前記撮像装置により撮影され
た画像の情報が出力され、
　前記フロント部の前記第１の接続部は、前記第１のテンプル部に代えて前記第２のテン
プル部が接続可能な接続部であり、
　前記フロント部の前記第２の接続部は、前記第２のテンプル部に代えて前記第１のテン
プル部が接続可能な接続部であり、
　前記第１の接続部及び前記第２の接続部に、同一種別のテンプル部が接続された場合に
、前記同一種別のテンプル部が有する電装部同士間の電気的接続を非接続にすることを特
徴とする眼鏡型ウェアラブル装置のフロント部。
【請求項１６】
　請求項１５において、
　前記フロント部の前記第１、第２の接続部への前記第１、第２のテンプル部の接続時に
、前記第１のテンプル部の第１のテンプル側電装部と前記第２のテンプル部の第２のテン
プル側電装部とを電気的に接続する接続線を有することを特徴とする眼鏡型ウェアラブル
装置のフロント部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼鏡型ウェアラブル装置及び眼鏡型ウェアラブル装置のフロント部等に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、頭部装着型表示装置（ＨＭＤ）等として利用できる眼鏡型ウェアラブル装置が脚
光を浴びている。眼鏡型ウェアラブル装置の従来技術としては、例えば特許文献１、２に
開示される技術がある。
【０００３】
　特許文献１には、眼鏡フレーム等の頭部の支持フレームに頭部装着型表示装置を固定し
て利用する手法が開示されている。特許文献２には、専用の眼鏡フレーム内に頭部装着型
表示装置を内蔵する手法が開示されている。このように、ウェアラブル機器の小型化が進
むことで、ウェアラブル機器を眼鏡フレームに取り付けて使用したり、眼鏡フレームに内
蔵することも可能となって来ている。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のように、眼鏡フレームに対してウェアラブル機器の筐体を
そのまま着脱する手法では、装着時の重量バランスが悪くなり、安定的に装着するのが難
しいという課題がある。特許文献１の従来技術では、眼鏡フレームの前方外側にウェアラ
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ブル機器の筐体を取り付けるため、モーメントにより重量が余計に眼鏡に掛かるため、眼
鏡が傾いたり、重く感じる原因となる。
【０００５】
　また、特許文献２のように、眼鏡フレームにウェアラブル機器を内蔵する手法では、ウ
ェアラブル機器の着脱ができないため、通常の眼鏡として利用したい場合には煩わしく、
他の機能を有する装置に入れ替えることもできないという課題がある。
【０００６】
　また特許文献２では、眼鏡型表示装置のフロント部に対して撮像装置が設けられている
が、フロント部には、撮像装置以外にも、各種センサや表示装置などが設けられているた
め、フロントヘビーな構造となってしまう。また、テンプル部は着脱自在ではなく、内蔵
される装置の機能も固定化されてしまうため、多様な用途への対応や多様な処理を実現で
きないという課題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－９１７４８号公報
【特許文献２】特開２０１２－８２９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の幾つかの態様によれば、撮像機能を有すると共に多様な用途への対応等が可能
な眼鏡型ウェアラブル装置及び眼鏡型ウェアラブル装置のフロント部等を提供できる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、装着時に使用者の一方の側頭部に沿って配置される第１のテンプル
部と、装着時に前記使用者の他方の側頭部に沿って配置される第２のテンプル部と、装着
時に前記使用者の顔の前方に配置されるフロント部と、を有し、前記フロント部は、少な
くとも撮像装置を有する電装部と、前記第１のテンプル部が接続可能な第１の接続部と、
前記第２のテンプル部が接続可能な第２の接続部とを有し、前記第１のテンプル部及び前
記第２のテンプル部の少なくとも一方のテンプル部は、テンプル側電装部を有し、前記第
１のテンプル部、前記第２のテンプル部は、前記フロント部の前記第１の接続部、前記第
２の接続部に着脱自在なテンプル部であり、前記フロント部の前記撮像装置により撮影さ
れた画像の情報が、前記フロント部から、前記少なくとも一方のテンプル部の前記テンプ
ル側電装部に伝送される眼鏡型ウェアラブル装置に関係する。
【００１０】
　本発明の一態様では、第１、第２の接続部を有するフロント部と、第１、第２のテンプ
ル部が設けられる。そして、フロント部には撮像装置を有する電装部が設けられ、第１、
第２のテンプル部の少なくとも一方のテンプル部にはテンプル側電装部が設けられる。ま
た、第１、第２のテンプル部は、フロント部の第１、第２の接続部に着脱自在になってい
る。そして、撮像装置により撮影された画像の情報が、フロント部からテンプル側電装部
に伝送される。このような構成によれば、フロント部に撮像装置が設けられることで、例
えば使用者の前方等を撮影する撮像機能を眼鏡型ウェアラブル装置に持たせることが可能
になる。そして、様々な種別のテンプル部をフロント部に着脱自在に接続できるため、多
様な用途への対応等も可能になる。例えば種々の電装部を有するテンプル部をフロント部
に接続することで、眼鏡型ウェアラブル装置の機能の変更・拡張等が可能になり、これま
でにないタイプの眼鏡型ウェアラブル装置を提供できる。また、電装部の大部分を第１、
第２のテンプル部に持たせることで、重量バランスの改善やデザイン性の向上等も期待で
きるようになる。
【００１１】
　また本発明の一態様では、前記第１のテンプル部は、第１のテンプル側電装部を有し、
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前記第２のテンプル部は、第２のテンプル側電装部を有し、前記撮像装置からの前記画像
の情報が、前記フロント部から、前記第１、第２のテンプル側電装部の少なくとも一方に
伝送されてもよい。
【００１２】
　このようにすれば、撮像装置からの画像の情報を、第１、第２のテンプル側電装部の少
なくとも一方に伝送して、表示処理、画像処理等の各種の処理を行うことが可能になる。
【００１３】
　また本発明の一態様では、前記フロント部の前記電装部と、前記第１、第２のテンプル
側電装部の少なくとも一方は、前記フロント部の前記第１、第２の接続部に前記第１、第
２のテンプル部が接続された場合に、電気的に接続されてもよい。
【００１４】
　このようにすれば、フロント部の第１、第２の接続部に第１、第２のテンプル部が接続
されると、フロント部の電装部と第１、第２のテンプル側電装部の少なくとも一方が電気
的に接続されて、画像の情報等の伝送が可能になる。
【００１５】
　また本発明の一態様では、前記撮像装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から
前記第２のテンプル側電装部に伝送され、前記第２のテンプル側電装部において、前記画
像の情報に対して処理が行われ、前記処理により得られた情報が、前記第２のテンプル側
電装部から前記第１のテンプル側電装部に伝送されてもよい。
【００１６】
　このようにすれば、撮像装置からの画像の情報に対して、第２のテンプル側電装部にお
いて処理を行い、処理により得られた情報を第１のテンプル側電装部に伝送できる。従っ
て、一方のテンプル部で処理された情報を他方のテンプル部で利用することが可能になり
、これまでに無いタイプの眼鏡型ウェアラブル装置を実現できる。
【００１７】
　また本発明の一態様では、前記第１のテンプル側電装部は、表示装置を有し、前記撮像
装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から前記第２のテンプル側電装部に伝送さ
れ、前記第２のテンプル側電装部において、前記画像の情報に対して画像処理が行われ、
前記画像処理が施された画像の情報が、前記第２のテンプル側電装部から前記第１のテン
プル側電装部に伝送されて、前記第１のテンプル側電装部の前記表示装置において表示さ
れてもよい。
【００１８】
　このようにすれば、撮像装置からの画像の情報に対して、第２のテンプル側電装部にお
いて画像処理を行い、画像処理が施された画像の情報を第１のテンプル側電装部に伝送し
て、表示装置にて表示できるようになる。
【００１９】
　また本発明の一態様では、前記撮像装置からの前記画像の情報が、前記フロント部から
、前記第１のテンプル側電装部に伝送されると共に前記第２のテンプル側電装部に伝送さ
れてもよい。
【００２０】
　このようにすれば、撮像装置からの画像の情報に対して、第１、第２のテンプル側電装
部の両方において各種の処理を行うことが可能になる。
【００２１】
　また本発明の一態様では、前記第１のテンプル側電装部は、表示装置を有し、前記撮像
装置からの前記画像の情報は、前記フロント部から前記第１のテンプル側電装部に伝送さ
れて、前記第１のテンプル側電装部の前記表示装置において表示され、前記撮像装置から
の前記画像の情報は、前記フロント部から前記第２のテンプル側電装部に伝送され、前記
第２のテンプル側電装部において、前記画像の情報に対して、画像処理、記憶処理及び装
置外部への通信処理の少なくとも１つの処理が行われてもよい。
【００２２】
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　このようにすれば、撮像装置からの画像の情報を、第１のテンプル側電装部に伝送して
表示装置にて表示できるようになると共に、第２のテンプル側電装部に伝送して、画像処
理、記憶処理及び装置外部への通信処理の少なくとも１つの処理を行うことが可能になる
。
【００２３】
　また本発明の一態様では、前記少なくとも一方のテンプル側電装部は、表示装置を有し
、前記撮像装置からの前記画像の情報は、前記フロント部から前記少なくとも一方のテン
プル側電装部に伝送されて、前記少なくとも一方のテンプル側電装部の前記表示装置にお
いて表示されてもよい。
【００２４】
　このようにすれば、撮像装置からの画像の情報を、第１、第２のテンプル側電装部の少
なくとも一方のテンプル側電装部に伝送して表示装置にて表示できるようになる。
【００２５】
　また本発明の一態様では、前記表示装置は、表示部と、前記表示部の画像を使用者に虚
像として観察可能にする接眼光学系と、前記接眼光学系の接眼窓を前記フロント部の前方
に支持する支持部と、を有してもよい。
【００２６】
　このようにすれば、少なくとも一方のテンプル側電装部の表示装置を用いて、表示部の
画像を使用者に虚像として観察可能にする眼鏡型ウェアラブル装置を提供できる。
【００２７】
　また本発明の一態様では、前記少なくとも一方のテンプル側電装部は、バッテリを有し
、前記バッテリからの電源が、前記少なくとも一方のテンプル側電装部から前記フロント
部の前記撮像装置に供給されてもよい。
【００２８】
　このようにすれば、バッテリを有するテンプル部をフロント部に接続して、眼鏡型ウェ
アラブル装置の電装部品に電源を供給することも可能になる。
【００２９】
　また本発明の一態様では、前記バッテリは、前記少なくとも一方のテンプル部のモダン
部に設けられてもよい。
【００３０】
　このようにモダン部にバッテリを設ければ、このバッテリを用いて電装部の電装部品に
電源を供給できると共に、重量バランスの改善等も図れるようになる。
【００３１】
　また本発明の一態様では、前記少なくとも一方のテンプル部は、前記バッテリが設けら
れる前記モダン部と、前記モダン部を着脱可能に接続する接続部と、を有してもよい。
【００３２】
　このようにモダン部を着脱可能に接続する接続部を設ければ。バッテリが設けられたモ
ダン部が着脱自在になり、使用者の利便性を向上できる。
【００３３】
　また本発明の一態様では、前記フロント部の前記第１の接続部は、前記第１のテンプル
部に代えて前記第２のテンプル部が接続可能な接続部であり、前記フロント部の前記第２
の接続部は、前記第２のテンプル部に代えて前記第１のテンプル部が接続可能な接続部で
あってもよい。
【００３４】
　このようにすれば、フロント部への第１、第２のテンプル部の左右の入れ替え接続が可
能になり、多様な用途への対応を実現できる。
【００３５】
　また本発明の一態様では、前記第１のテンプル部は、前記第１の接続部への接続時には
、第１の側面が第１の方向を向き、前記第１の側面の反対側の面である第２の側面が前記
第１の方向と反対方向の第２の方向を向いた状態で、前記第１の接続部に接続され、前記
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第２の接続部への接続時には、前記第１の側面が前記第２の方向を向き、前記第２の側面
が前記第１の方向を向いた状態で、前記第２の接続部に接続され、前記第２のテンプル部
は、前記第２の接続部への接続時には、第１の側面が前記第２の方向を向き、前記第１の
側面の反対側の面である第２の側面が前記第１の方向を向いた状態で、前記第２の接続部
に接続され、前記第１の接続部への接続時には、前記第１の側面が前記第１の方向を向き
、前記第２の側面が前記第２の方向を向いた状態で、前記第１の接続部に接続されてもよ
い。
【００３６】
　このようにすれば、例えば第１、第２のテンプル部を１８０度回転して接続することで
、第１、第２のテンプル部の左右の入れ替え接続を実現できるようになる。
【００３７】
　また本発明の一態様では、前記第１の接続部は、第１の端子と、第２の端子を有し、前
記第２の接続部は、第３の端子と、第４の端子を有し、前記第１のテンプル部は、前記第
１の接続部への接続時には前記第１の接続部の前記第１の端子に接続され、前記第２の接
続部への接続時には前記第２の接続部の前記第４の端子に接続される第１のテンプル側端
子と、前記第１の接続部への接続時には前記第１の接続部の前記第２の端子に接続され、
前記第２の接続部への接続時には前記第２の接続部の前記第３の端子に接続される第２の
テンプル側端子と、を有し、前記第２のテンプル部は、前記第２の接続部への接続時には
前記第２の接続部の前記第３の端子に接続され、前記第１の接続部への接続時には前記第
１の接続部の前記第２の端子に接続される第３のテンプル側端子と、前記第２の接続部へ
の接続時には前記第２の接続部の前記第４の端子に接続され、前記第１の接続部への接続
時には前記第１の接続部の前記第１の端子に接続される第４のテンプル側端子と、を有し
てもよい。
【００３８】
　このような第１～第４の端子と第１～第４のテンプル側端子を設けて、これらの端子間
の接続を行うことで、第１、第２のテンプル部の左右の入れ替え接続を実現できる。
【００３９】
　また本発明の一態様では、前記フロント部は、前記第１の接続部及び前記第２の接続部
に、同一種別のテンプル部が接続された場合に、前記同一種別のテンプル部が有する電装
部同士間の電気的接続を非接続にしてもよい。
【００４０】
　このようにすれば、フロント部の第１、第２の接続部に同一種別のテンプル部が接続さ
れることによる不具合の発生を、効果的に抑制できるようになる。
【００４１】
　また本発明の他の態様は、眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に使用者の顔の前方に配置
されるフロント部であって、前記眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に前記使用者の一方の
側頭部に沿って配置される第１のテンプル部を接続するための第１の接続部と、前記眼鏡
型ウェアラブル装置の装着時に前記使用者の他方の側頭部に沿って配置される第２のテン
プル部を接続するための第２の接続部と、撮像装置を有する電装部と、を有し、前記第１
、第２の接続部の少なくとも一方の接続部から、前記撮像装置により撮影された画像の情
報が出力される眼鏡型ウェアラブル装置のフロント部に関係する。
【００４２】
　本発明の他の態様では、眼鏡型ウェアラブル装置のフロント部は、第１、第２のテンプ
ル部を接続するための第１、第２の接続部と、撮像装置を有する電装部を有する。そして
フロント部への第１、第２のテンプル部の接続時には、第１、第２の接続部の少なくとも
一方の接続部から、撮像装置により撮影された画像の情報が出力されるようになる。この
ような構成のフロント部によれば、フロント部に撮像装置が設けられることで、例えば使
用者の前方等を撮影する撮像機能を眼鏡型ウェアラブル装置に持たせることが可能になる
。また、フロント部への第１、第２のテンプル部の接続により、多様な用途への対応等が
可能になる。
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【００４３】
　また本発明の他の態様では、前記フロント部の前記第１、第２の接続部への前記第１、
第２のテンプル部の接続時に、前記第１のテンプル部の第１のテンプル側電装部と前記第
２のテンプル部の第２のテンプル側電装部とを電気的に接続する接続線を有してもよい。
【００４４】
　このようにフロント部に接続線を配線することで、第１、第２のテンプル側電装部の間
や第１、第２のテンプル側電装部と撮像装置との間で、当該接続線を介して信号や電源の
やり取りが可能になり、多様な用途への対応等が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置を上方側から見た上面図。
【図２】図２（Ａ）、図２（Ｂ）は本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置を前方側から見
た正面図。
【図３】図３（Ａ）、図３（Ｂ）は本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置の右方側から見
た側面図。
【図４】本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置の左方側から見た側面図。
【図５】図５（Ａ）、図５（Ｂ）は直列処理モード、並列処理モードの説明図。
【図６】直列処理モードの具体例の説明図。
【図７】並列処理モードの具体例の説明図。
【図８】図８（Ａ）、図８（Ｂ）は第１、第２のテンプル部の左右の入れ替え接続につい
ての説明図。
【図９】図９（Ａ）～図９（Ｄ）も第１、第２のテンプル部の左右の入れ替え接続につい
ての説明図。
【図１０】図１０（Ａ）～図１０（Ｃ）はフロント部での接続線の配線手法の説明図。
【図１１】図１１（Ａ）、図１１（Ｂ）もフロント部での接続線の配線手法の説明図。
【図１２】図１２（Ａ）、図１２（Ｂ）はテンプル部のモダン部にバッテリを内蔵する手
法の説明図。
【図１３】図１３（Ａ）、図１３（Ｂ）は表示装置の説明図。
【図１４】図１４（Ａ）～図１４（Ｃ）はテンプル部の交換による機能の変更・拡張につ
いての説明図。
【図１５】図１５（Ａ）、図１５（Ｂ）もテンプル部の交換による機能の変更・拡張につ
いての説明図。
【図１６】図１６（Ａ）、図１６（Ｂ）はテンプル部の本体を左右交換する手法について
の説明図。
【図１７】表示装置が取り付けられたテンプル部をフロント部の左右に接続する例。
【図１８】図１８（Ａ）、図１８（Ｂ）は接続部の構造の例。
【図１９】眼鏡型ウェアラブル装置の電気的な構成を示すブロック図。
【図２０】図２０（Ａ）、図２０（Ｂ）はテンプル部の種別の検出結果に基づく画像処理
の説明図。
【図２１】図２１（Ａ）～図２１（Ｄ）はテンプル部の種別の検出手法の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　以下、本実施形態について説明する。なお、以下に説明する本実施形態は、特許請求の
範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではない。また本実施形態で説明さ
れる構成の全てが、本発明の必須構成要件であるとは限らない。
【００４７】
　１．眼鏡型ウェアラブル装置
　図１～図４に、本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置の構成例を示す。図１は眼鏡型ウ
ェアラブル装置を上方側から見た上面図である。図２（Ａ）、図２（Ｂ）は眼鏡型ウェア
ラブル装置を前方側から見た正面図である。図３（Ａ）、図３（Ｂ）は、眼鏡型ウェアラ



(10) JP 6021582 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

ブル装置を右方側から見た側面図であり、図４は、左方側から見た側面図である。
【００４８】
　眼鏡型ウェアラブル装置（電子眼鏡フレーム）は、第１のテンプル部１０と、第２のテ
ンプル部２０と、フロント部３０を有する。この眼鏡型ウェアラブル装置は、眼鏡形状の
フレームを有し、使用者がウェアラブルに装着できる装置である。
【００４９】
　例えば図１の眼鏡型ウェアラブル装置は撮像装置３２を備えており、眼鏡型ウェアラブ
ル装置は頭部装着型撮像装置として機能している。また図１の眼鏡型ウェアラブル装置は
表示装置５０を備えており、眼鏡型ウェアラブル装置は頭部装着型表示装置（ＨＭＤ）と
しても機能している。
【００５０】
　具体的には、撮像装置３２（撮像素子）がフロント部３０に設けられており、例えば使
用者の前方（正面前方）を撮影（撮像）することが可能になっている。そして撮影した画
像を表示装置５０に表示することで、例えばカメラのビューファインダー機能等を実現で
きる。また、撮像装置３２により常時撮影を行うことで、いわゆるライフカメラとして機
能するウェアラブル装置を実現できる。なお、本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置は、
表示装置を設けない構成のウェアラブル装置であってもよいし、撮像装置や表示装置とは
別の装置をウェアラブルに装着できるものであってもよい。
【００５１】
　第１、第２のテンプル部１０、２０は、いわゆる眼鏡における「つる」に相当するもの
である。具体的には、第１のテンプル部１０は、眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に使用
者の一方の側頭部に沿って配置される。また第２のテンプル部２０は、装着時に使用者の
他方の側頭部に沿って配置される。例えば図１では、第１のテンプル部１０は装着時に使
用者の右の側頭部（広義には一方の側頭部）に沿って配置され、第２のテンプル部２０は
左の側頭部（広義には他方の側頭部）に沿って配置される。即ち、第１のテンプル部１０
は使用者の頭部の右側に配置され、第２のテンプル部２０は使用者の頭部の左側に配置さ
れる。なお、後述するように本実施形態ではテンプル部の左右の入れ替え接続が可能であ
り、図１の接続から左右を入れ替えて接続した場合には、第１のテンプル部１０は、左の
側頭部に沿って配置され、第２のテンプル部２０は、右の側頭部に沿って配置されるよう
になる。
【００５２】
　フロント部３０は、いわゆる眼鏡におけるリムやブリッジに相当するものであり、眼鏡
型ウェアラブル装置の装着時に使用者の顔の前方（顔の前面側）に配置される。例えば眼
鏡型ウェアラブル装置が、シースルー型の頭部装着型表示装置（ＨＭＤ）として機能する
場合には、フロント部３０の左目、右目に対応する部分は眼鏡のようなリム形状になって
おり、使用者は、外界視界に、表示装置５０の表示画像が重畳された画像を見ることが可
能になる。
【００５３】
　また図２（Ａ）に示すようにフロント部３０には撮像装置３２が設けられている。この
撮像装置３２は、例えばＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等の撮像素子（イメージセンサ）を含む
。また撮像素子で撮像するためのレンズ等の光学系を含むことができる。また、撮像装置
３２の光軸は、フロント部３０の前側面に直交（略直交）する方向に設定されており、使
用者が向く方向にほぼ沿った軸になっている。従って、通常のカメラのように使用者がカ
メラを手で持たなくても、使用者が向いている方向を撮影することが可能となる。
【００５４】
　なお、図２（Ａ）ではフロント部３０の中央に、１個の撮像装置３２（撮像素子）が設
けられている。このようにすることで、使用者（装着者）の正面の視界の画像（映像）を
撮影することができる。なお撮像装置３２の配置位置は図２（Ａ）の配置位置に限定され
ない。例えば図２（Ｂ）に示すように、右目、左目付近に各々1個ずつ、合計で２個の撮
像装置３２－１、３２－２を設けてもよい。このようにすれば、立体視画像の撮影や、視
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差情報を利用した各種の処理を実現できるようになる。視差情報を利用した処理としては
、例えば視差画像から距離情報を求める処理などが考えられる。
【００５５】
　そして本実施形態では、図１～図４に示すように、フロント部３０は、少なくとも撮像
装置３２を有する電装部と、第１のテンプル部１０が接続可能な第１の接続部ＣＦ１と、
第２のテンプル部２０が接続可能な第２の接続部ＣＦ２を有する。例えば第１の接続部Ｃ
Ｆ１は、使用者から見て、フロント部３０の右側の端部に設けられる接続部であり、第２
の接続部ＣＦ２は、使用者から見て、フロント部３０の左側の端部に設けられる接続部で
ある。また、フロント部３０は、電装部として、撮像装置３２以外の電装部品を有してい
てもよい。例えば、撮像装置３２等が実装される回路基板や各種センサ（方向センサ、測
距センサ）などの電装部品を有していてもよい。
【００５６】
　また本実施形態では、第１、第２のテンプル部１０、２０の少なくとも一方のテンプル
部は、テンプル側の電装部を有する。具体的には、第１、第２のテンプル部１０、２０の
少なくとも一方のテンプル部は、テンプル側の電装部として、表示装置及びバッテリの少
なくとも一方を有する。ここで電装部は、例えば、回路基板や表示装置などの各種の電装
部品や、バッテリなどの電源部品により実現されるものである。
【００５７】
　図３（Ａ）、図３（Ｂ）を例にとれば、第１のテンプル部１０の電装部として、表示装
置５０や回路基板１４などの電装部品が設けられている。ここで表示装置５０は、例えば
後述するような接眼型の表示装置である。また回路基板１４には、各種ＩＣ（集積回路）
や能動素子（抵抗、キャパシタ）などの回路素子が実装される。ＩＣとしては、表示装置
５０の駆動ＩＣや、各種のセンサ用のＩＣや、無線用のＩＣなどを想定できる。
【００５８】
　また図４を例にとれば、第２のテンプル部２０の電装部として、バッテリ２４（２次電
池、１次電池）が設けられている。なお、第２のテンプル部２０の電装部として表示装置
や回路基板などの電装部品を設けてもよい。
【００５９】
　また、後述する図１２（Ｂ）等に示すように、第１、第２のテンプル部１０、２０の少
なくとも一方のテンプル部は、電装部としてバッテリを有し、当該バッテリは、少なくと
も一方のテンプル部のモダン部（１２、２２）に設けられていてもよい。具体的には、少
なくとも一方のテンプル部は、バッテリが設けられるモダン部と、モダン部を着脱可能に
接続する接続部（ＣＰ３）とを有する。
【００６０】
　そして本実施形態では、第１、第２のテンプル部１０、２０は、フロント部３０の第１
、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に着脱自在なテンプル部となっている。即ち、第１、第２
のテンプル部１０、２０は、第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に着脱自在に接続可能に
なっている。
【００６１】
　例えば、第１、第２のテンプル部１０、２０は、各々、テンプル側の第１、第２の接続
部ＣＰ１、ＣＰ２を有する。これらの接続部ＣＰ１、ＣＰ２は、フロント部３０の第１、
第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２と接続可能な構造となっている。例えば、後述するように、
第１の接続部ＣＦ１は、第１のテンプル部１０に代えて第２のテンプル部２０が接続可能
な接続部になっている。また第２の接続部ＣＦ２は、第２のテンプル部２０に代えて第１
のテンプル部１０が接続可能な接続部になっている。即ち、ＣＦ１、ＣＦ２の各接続部は
、様々な種別のテンプル部を着脱自在に接続可能な接続部になっている。
【００６２】
　具体的には、図３（Ｂ）に示すようにフロント部側の第１の接続部ＣＦ１は、第１、第
２の端子ＴＦ１、ＴＦ２を有し、図４に示すように第２の接続部ＣＦ２は、第３、第４の
端子ＴＦ３、ＴＦ４を有する。また、図３（Ｂ）に示すようにテンプル側の第１の接続部
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ＣＰ１は、第１、第２のテンプル側端子ＴＰ１、ＴＰ２を有し、図４に示すように第２の
接続部ＣＰ２は、第３、第４のテンプル側端子ＴＰ３、ＴＰ４を有する。そして、フロン
ト部３０とテンプル部１０、２０の接続時において、フロント部側の第１、第２の端子Ｔ
Ｆ１、ＴＦ２は、第１、第２のテンプル側端子ＴＰ１、ＴＰ２に接触し、フロント部側の
第３、第４の端子ＴＦ３、ＴＦ４は、第３、第４のテンプル側端子ＴＰ３、ＴＰ４に接触
するようになる。
【００６３】
　そして本実施形態では、フロント部３０の撮像装置３２により撮影された画像（映像）
の情報が、フロント部３０から、第１、第２のテンプル部１０、２０の少なくとも一方の
テンプル部のテンプル側電装部に伝送される。
【００６４】
　例えば本実施形態では、フロント部３０の撮像装置３２等の電装部と、第１、第２のテ
ンプル１０、２０のテンプル側電装部（第１、第２のテンプル側電装部）とは、フロント
部３０の第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に第１、第２のテンプル部１０、２０が接続
された場合に、電気的に接続される。具体的には図１に示すように、フロント部３０には
接続線ＬＣが配線されている。この接続線ＬＣは、第１、第２のテンプル部１０、２０の
接続時に、フロント部３０の撮像装置３２等の電装部と、第１、第２のテンプル部１０、
２０のテンプル側電装部（表示装置、回路基板、バッテリ、処理部、記憶部、通信部等）
とを電気的に接続する。また接続線ＬＣは、第１、第２のテンプル部１０、２０のテンプ
ル側電装部の間も電気的に接続する。
【００６５】
　このように、第１、第２のテンプル部１０、２０の接続時に、フロント部３０の撮像装
置３２がテンプル側電装部に電気的に接続されることで、後述する図５（Ａ）、図５（Ｂ
）に示すような直列処理モードや並列処理モードを実現できる。
【００６６】
　例えば直列処理モードでは、撮像装置３２からの画像（映像）の情報が、フロント部３
０から、第２のテンプル部２０の電装部である第２のテンプル側電装部に伝送され、第２
のテンプル側電装部において、画像の情報に対して処理（例えば画像処理）が行われる。
そして、処理により得られた情報が、第２のテンプル側電装部から、第１のテンプル部１
０の電装部である第１のテンプル側電装部に伝送される。一方、並列処理モードでは、撮
像装置３２からの画像（映像）の情報が、フロント部３０から、第１のテンプル側電装部
に伝送されると共に第２のテンプル側電装部に伝送される。
【００６７】
　また第１、第２のテンプル部１０、２０の少なくとも一方のテンプル側電装部は、表示
装置５０を有する。例えば図１では第１のテンプル部１０の電装部が表示装置５０を有す
る。そして撮像装置３２からの画像の情報は、フロント部３０から少なくとも一方のテン
プル側電装部に伝送されて、少なくとも一方のテンプル側電装部の表示装置５０において
表示される。例えば図１では撮像装置３２の撮像画像が第１のテンプル部１０の表示装置
５０に表示される。このようにすれば、表示装置５０と撮像装置３２を連動させたコンテ
ンツの提供が可能になる。例えば撮像装置３２により撮影された画像に対して画像認識処
理を行い、この画像認識処理の結果に基づく画像を表示装置５０により表示することが可
能になる。例えば、撮像装置３２により、外国文字が書かれた看板等を撮影して、外国文
字の画像認識処理を行い、画像認識処理により得られた翻訳結果を、表示装置５０により
表示するなどの用途が可能になる。
【００６８】
　以上のように本実施形態によれば、使用者が頭部に装着して使用する眼鏡型のウェアラ
ブル装置において、そのフロント部に撮像装置（撮像素子）を内蔵することで、使用者の
前方を撮影することが可能になる。そして撮像装置により撮影された画像（映像）は、フ
ロント部の左右に設けられた接続部の両方から出力することができる。これにより、フロ
ント部に接続されたテンプル部のそれぞれは、撮像装置からの画像の情報（画像信号、映



(13) JP 6021582 B2 2016.11.9

10

20

30

40

50

像信号）を受けて、表示処理や画像処理などの各種の処理を行うことが可能になる。
【００６９】
　また、２つのテンプル部間やテンプル部と撮像装置を接続する接続線がフロント部に配
線されているため、処理系のテンプル部において、撮影画像を一旦処理した後、表示系の
テンプル部において、その結果を表示することなどが可能になる。
【００７０】
　また、２つのテンプル部は、左右の交換も可能であり、また、左右両方に表示系のテン
プル部を装着したり、表示系のテンプル部を使用せずに、処理系のテンプル部のみで利用
することも可能になる。また、撮像装置への電源は、テンプル部に内蔵されたバッテリか
ら供給することが可能であり、フロント部にバッテリを設けなくても済むようになる。こ
れにより、フロント部の重量を軽減できる。
【００７１】
　また本実施形態によれば、電装部が設けられたテンプル部は、フロント部の接続部に対
して着脱自在になっており、使用者は、その用途に応じてテンプル部を容易に接続・交換
することが可能になる。例えば、使用者は、ウェアラブル機器の非使用時には眼鏡型ウェ
アラブル装置を通常の眼鏡として使用したり、異なる機能を有するテンプル部に交換して
様々な用途に用いたりすることが可能になる。
【００７２】
　例えば、これまでの眼鏡型ウェアラブル装置では、処理が一方のテンプル部のみに偏っ
ていたり、左右のテンプル部で別々の処理を行うことができなかった。また、一方のテン
プル部で処理された情報を他方のテンプル部で利用することもできなかった。
【００７３】
　この点、本実施形態によれば、フロント部から左右のテンプル部にそれぞれ画像情報（
映像信号）が伝送されるため、左右のテンプル部で、それぞれ独立して必要な処理が可能
になる。更に、左右のテンプル部間で、フロント部を介して電気的に接続されることによ
り、左右のテンプル部が連携した処理を行うこともできる。また、テンプル部の左右の交
換や、使用するテンプル部の組合わせによって、多様な用途への対応や多様な処理を行う
ことが可能になる。従って、撮像機能を有すると共に多様な用途への対応等が可能な眼鏡
型ウェアラブル装置を提供することができる。
【００７４】
　また、眼鏡のフロント部はデザイン性が重視されるものであるが、フロント部に多くの
電装部を内蔵させると、これに伴いフロント部が大型化し、デザイン性が崩れる。また、
重量が重い電装部がフロント部に内蔵されると、重量バランスが悪化して、使い勝手が悪
くなる。例えば後述する図１３（Ｂ）のようなシースルー方式では、使用者が快適に違和
感なく使用可能な時間を、できる限りに長くすることが望ましいという要望があるが、重
量が重い電装部がフロント部に内蔵されると、このような要望に応えることができない。
【００７５】
　この点、本実施形態では、フロント部に対してテンプル部が着脱自在になっているため
、フロント部としてデザイン性の高いものを使用することが可能になり、デザイン性を重
視する使用者の要望に応えることができる。また、後述する図１４（Ｃ）のように電装部
を有しない通常の眼鏡テンプル部に交換することで、眼鏡型ウェアラブル装置を通常の眼
鏡のように使用することが可能になる。
【００７６】
　また本実施形態では、電装部の大部分をテンプル部に内蔵する構成としており、フロン
ト部には重量が軽い撮像装置を設けるだけで済むため、フロント部の軽量化やコンパクト
化を図ることができる。従って、眼鏡型ウェアラブル装置の重量バランスを向上でき、例
えば、後述する図１３（Ｂ）のようなシースルー方式等の画像を表示しながら、使用者が
快適に違和感なく長時間使用することができる眼鏡型ウェアラブル装置を提供できるよう
になる。この場合、モダン部にバッテリを内蔵させたり、電装部を左右のテンプル部に分
けて配置することで、重量バランスの更なる改善を図れる。
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【００７７】
　また図１～図４では、第１のテンプル部１０には、例えば、使用者に表示画像（表示映
像）を虚像として拡大観察させるための表示装置５０が搭載される。一方、第２のテンプ
ル部２０には、例えば、バッテリ２４や、処理回路、無線装置、ＴＶチューナ、センサ、
メモリなどの他の機能を有する電装部品（電子部品）を搭載することができる。従って、
撮像装置３２の撮影画像を表示装置５０で表示したり、撮影画像を処理回路にて処理した
り、記憶部に記憶したり、無線装置で外部に送信することなどが可能になる。
【００７８】
　そして図１では、フロント部３０には接続線ＬＣが配線されているため、この接続線Ｌ
Ｃを用いて、第１、第２のテンプル部１０、２０や撮像装置３２を電気的に接続して、画
像の情報や処理後の画像の情報をやり取りすることが可能になる。また、例えば図４の第
２のテンプル部２０に設けられたバッテリ２４の電源を、接続線ＬＣを介して、フロント
部３０の撮像装置３２や第１のテンプル部１０の表示装置５０等に供給して、動作させる
ことが可能になる。
【００７９】
　また、本実施形態によれば、左右の第１、第２のテンプル部１０、２０に電装部品（電
装系）を分散して配置することで、眼鏡型ウェアラブル装置の重量バランスを改善するこ
とが可能になる。また、第１、第２のテンプル部１０、２０を着脱自在にすることで、様
々な用途に応じて各種デバイスを組み替えて利用することが可能になり、多様な用途への
対応が可能になる。
【００８０】
　なお、本実施形態の実施態様としては、眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に使用者の顔
の前方に配置されるフロント部としての実施態様が考えられる。この場合に、フロント部
は、眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に使用者の一方の側頭部に沿って配置される第１の
テンプル部を接続するための第１の接続部と、眼鏡型ウェアラブル装置の装着時に前記使
用者の他方の側頭部に沿って配置される第２のテンプル部を接続するための第２の接続部
と、撮像装置を有する電装部と、を有する。そして、第１、第２の接続部の少なくとも一
方の接続部から、撮像装置により撮影された画像の情報が出力されるようになる。またフ
ロント部は、フロント部への第１、第２のテンプル部の接続時に、第１のテンプル部の第
１のテンプル側電装部と第２のテンプル部の第２のテンプル側電装部とを電気的に接続す
る接続線を有する。
【００８１】
　このような構成のフロント部によれば、撮像機能を眼鏡型ウェアラブル装置に持たせる
ことができると共に多様な用途への対応や多様な処理を行うことが可能な眼鏡型ウェアラ
ブル装置のテンプル部を提供することができる。
【００８２】
　２．直列処理モード、並列処理モード
　次に本実施形態の直列処理モード、並列処理モードについて図５（Ａ）～図７を用いて
説明する。
【００８３】
　本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置では、図５（Ａ）、図５（Ｂ）に示すように、直
列処理モード、並列処理モードというように２つのモードが可能であり、必要に応じてモ
ードを切り換えて機能させることが可能となっている。
【００８４】
　図５（Ａ）の直列処理モードでは、例えば、フロント部３０からまず第２のテンプル部
２０に情報（信号）が伝送され、第２のテンプル部２０の電装部が画像処理等の何らかの
処理を行う。そして、その処理結果が、フロント部３０を伝送経由等して第１のテンプル
部１０に伝送され、第１のテンプル部１０において画像の表示処理などの何らかの処理が
行われる。
【００８５】
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　第１のテンプル部１０の電装部である第１のテンプル側電装部が表示装置５０を有する
場合を例にとると、撮像装置３２からの画像の情報（画像信号）が、フロント部３０から
第２のテンプル２０の電装部である第２のテンプル側電装部に伝送され、第２のテンプル
側電装部において、画像の情報に対して画像処理が行われる。具体的には図５（Ａ）では
第２のテンプル側電装部である処理部６２により画像処理が行われる。画像処理としては
、画像フィルタ処理や高画質化処理などの種々の処理を想定できる。そして、画像処理が
施された画像の情報が、第１のテンプル側電装部に伝送されて、第１のテンプル側電装部
の表示装置５０において表示される。
【００８６】
　一方、図５（Ｂ）の並列処理モードは、フロント部３０から左右の第１、第２のテンプ
ル部１０、２０に出力された情報（信号）を用いて、左右の第１、第２のテンプル部１０
、２０にて並列的に処理を行うモードである。
【００８７】
　第１のテンプル側電装部が表示装置５０を有する場合を例にとると、撮像装置３２から
の画像の情報は、フロント部３０から第１のテンプル側電装部に伝送されて、第１のテン
プル側電装部の表示装置５０において表示される。また撮像装置３２からの画像の情報は
、フロント部３０から第２のテンプル側電装部に伝送され、第２のテンプル側電装部にお
いて、画像の情報に対して、画像処理、記憶処理及び装置外部への通信処理の少なくとも
１つの処理が行われる。具体的には、図５（Ｂ）のように第２のテンプル部２０が処理部
６２、記憶部６４、通信部６６の電装部を有する場合には、処理部６２において各種の画
像処理が行われ、記憶部６４において画像の記憶処理が行われ、通信部６６において外部
装置への通信処理が行われる。
【００８８】
　図６は直列処理モードについて更に詳細に説明する図である。図６では、撮像装置３２
を内蔵するフロント部３０（フロントフレーム）には、接続線ＬＮ１、ＬＮ２、ＬＮ３が
設けられている。接続線ＬＮ１は、フロント部３０の電装部（撮像装置等）と第１のテン
プル部１０の電装部（表示装置等）を電気的に接続するための信号線である。接続線ＬＮ
２は、フロント部３０の電装部と第２のテンプル部２０の電装部（処理部、記憶部、通信
部等）を電気的に接続するための信号線である。接続線ＬＮ３は、第１のテンプル部１０
の電装部と第２のテンプル部２０の電装部を電気的に接続するための信号線である。
【００８９】
　接続線ＬＮ１は、フロント部３０の第１の接続部ＣＦ１の端子に接続され、これにより
、フロント部３０の電装部（撮像装置等）からの信号を第１のテンプル部１０に伝送でき
る。接続線ＬＮ２は、フロント部３０の第２の接続部ＣＦ２の端子に接続され、これによ
り、フロント部３０の電装部からの信号を第２のテンプル部２０に伝送できる。接続線Ｌ
Ｎ３は、フロント部３０の第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２の端子に接続され、これに
より第２のテンプル部２０からの信号を第１のテンプル部１０に伝送できる。
【００９０】
　左右の第１、第２のテンプル部１０、２０は、フロント部３０からの信号を受けて、そ
れぞれ所定の処理を行う。例えば、右側の第１のテンプル部１０は、撮影した画像を表示
するための処理を行う、左側の第２のテンプル部２０は、撮影した画像の画像処理や記録
処理や外部への通信処理などを行うことができる。
【００９１】
　具体的には、撮像装置３２からの画像信号は、フロント部３０の接続線ＬＮ２を介して
、第２のテンプル部２０の処理部６２に入力され、処理部６２が各種の画像処理を行う。
また、撮像装置３２からの画像信号又は画像処理後の画像信号の情報は、記憶部６４に記
憶されたり、通信部６６により外部の装置に送信される。
【００９２】
　また、処理部６２での画像処理後の信号は、フロント部３０の接続線ＬＮ３を介して第
１のテンプル部１０の表示装置５０に入力される。また、画像処理が行われていない撮像
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装置３２からの画像信号も接続線ＬＮ１を介して表示装置５０に入力できる。そして、表
示装置５０は、画像処理後又は画像処理前の画像信号の画像表示を行う。これにより図５
（Ａ）の直列処理モードが実現される。
【００９３】
　また、第１、第２のテンプル部１０、２０にはバッテリ１６、２６が設けられる。具体
的には第１、第２のテンプル部１０、２０のモダン部１２、２２にバッテリ１６、２６が
内蔵される。第１、第２のテンプル部１０、２０とモダン部１２、２２は接続部ＣＰ３、
ＣＰ４により取り外し可能になっている。
【００９４】
　そして図６では、第１のテンプル部１０のバッテリ１６からの電源が、第１のテンプル
部１０の表示装置５０に供給されると共に、フロント部３０の撮像装置３２に供給され、
これにより表示装置５０、撮像装置３２が動作する。また第２のテンプル部２０のバッテ
リ２６からの電源が、第２のテンプル部２０の処理部６２、記憶部６４、通信部６６に供
給され、これにより処理部６２、記憶部６４、通信部６６が動作する。なお、第２のテン
プル部２０のバッテリ２６からの電源を撮像装置３２に供給してもよい。或いは、第１、
第２のテンプル部１０、２０のいずれか一方のテンプル部だけにバッテリを内蔵させて、
このバッテリからの電源に基づいて、撮像装置３２、表示装置５０、処理部６２、記憶部
６４、通信部６６を動作させてもよい。また、図６では、左右の第１、第２のテンプル部
１０、２０を入れ替えて使用できる構成としてもよく、それにより表示系を右側表示から
左側表示へと切り替えることが可能になる。
【００９５】
　図７は並列処理モードについて更に詳細に説明する図である。図７では、接続線ＬＮ１
、ＬＮ２は設けられているが、図６で設けられていた接続線ＬＮ３は設けられていない。
そして、撮像装置３２からの画像信号は、接続線ＬＮ１を介して第１のテンプル部１０の
表示装置５０に入力され、これにより撮影された画像を表示装置５０において表示できる
ようになる。また、撮像装置３２からの画像信号は、接続線ＬＮ２を介して第２のテンプ
ル部２０の処理部６２、記憶部６４、通信部６６に入力される。これにより、画像信号に
対して処理部６２により画像処理を施すことができる。また、画像信号の情報を、ハード
ディスク、半導体メモリ等により実現される記憶部６４に記録したり、通信部６６の例え
ば無線通信により、外部装置に送信できる。
【００９６】
　以上のように本実施形態の直列処理モードや並列処理モードによれば、一方のテンプル
部での処理結果を他方のフロント部で利用したり、フロント部からの信号に対して、２つ
のテンプル部の各々で別々の処理を行うことが可能になる。これにより、これまでの眼鏡
型ウェアラブル装置では実現できなかった種々の処理を実現することが可能になる。
【００９７】
　３．テンプル部の左右の入れ替え接続
　本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置では、テンプル部の左右の入れ替え接続が可能に
なっている。具体的にはフロント部３０の第１の接続部ＣＦ１は、第１のテンプル部１０
に代えて第２のテンプル部２０が接続可能な接続部となっている。また、フロント部３０
の第２の接続部ＣＦ２は、第２のテンプル部２０に代えて第１のテンプル部１０が接続可
能な接続部となっている。以下では、この入れ替え接続の詳細について説明する。
【００９８】
　例えば図８（Ａ）では、フロント部３０の接続部ＣＦ１に対して第１のテンプル部１０
が接続され、接続部ＣＦ２に対して第２のテンプル部２０が接続されている。具体的には
、フロント部側の接続部ＣＦ１とテンプル部側の接続部ＣＰ１とが接続され、フロント部
側の接続部ＣＦ２とテンプル部側の接続部ＣＰ２とが接続されている。
【００９９】
　そして、図８（Ａ）では、例えばフロント部３０に撮像装置３２が設けられ、第１のテ
ンプル部１０に表示装置５０が設けられ、第２のテンプル部２０にはバッテリ２４（図４
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参照）が設けられている。これにより、撮像装置３２の撮影画像を第１のテンプル部１０
の表示装置５０に表示したり、第２のテンプル部２０のバッテリ２４からの電源を、図１
の接続線ＬＣを介して撮像装置３２や第１のテンプル部１０の表示装置５０に供給して、
撮像装置３２や表示装置５０を動作させることが可能になる。そして、表示装置５０は使
用者の右目側に設けられているため、撮像装置３２の撮影画像などの表示画像を、表示装
置５０により使用者の右目側にシースルーのＨＭＤ方式で表示できる。
【０１００】
　一方、図８（Ｂ）では、テンプル部の接続の左右の入れ替えが行われ、フロント部３０
の接続部ＣＦ１に対して第２のテンプル部２０が接続され、接続部ＣＦ２に対して第１の
テンプル部１０が接続されている。具体的には、フロント部側の接続部ＣＦ１とテンプル
部側の接続部ＣＰ２とが接続され、フロント部側の接続部ＣＦ２とテンプル部側の接続部
ＣＰ１とが接続されている。従って、図８（Ａ）では使用者の右目側に表示画像を表示し
ていたものを、図８（Ｂ）では使用者の左目側に表示できるようになる。従って、例えば
右目側よりも左目側に表示画像が表示されることを望む使用者等の要望に応えることでき
る。
【０１０１】
　そして本実施形態では図８（Ａ）、図８（Ｂ）のようなテンプル部の左右の入れ替え接
続を可能にするために、第１、第２のテンプル部１０、２０を、上下方向（鉛直方向）に
おいて対称な構造にしている。
【０１０２】
　具体的には、第１のテンプル部１０は、図８（Ａ）に示すようにフロント部３０の第１
の接続部ＣＦ１への接続時には、その第１の側面ＳＡ１が第１の方向ＤＲ１を向き、第２
の側面ＳＡ２が第１の方向ＤＲ１と反対方向の第２の方向ＤＲ２を向いた状態で、第１の
接続部ＣＦ１に接続される。ここで第１の側面ＳＡ１は、装着時に使用者から見て外側に
向く面であり、例えば図３（Ａ）に示す側面が、第１のテンプル部１０の第１の側面ＳＡ
１になる。一方、第２の側面ＳＡ２は、第１の側面ＳＡ１の反対側の面であり、装着時に
使用者の側頭部側に向く面である。
【０１０３】
　一方、第１のテンプル部１０は、図８（Ｂ）に示すようにフロント部３０の第２の接続
部ＣＦ２への接続時には、第１の側面ＳＡ１が第２の方向ＤＲ２を向き、第２の側面ＳＡ
２が第１の方向ＤＲ１を向いた状態で、第２の接続部ＣＦ２に接続される。即ち、図８（
Ａ）に示す第１の接続部ＣＦ１への接続状態から、図８（Ｂ）に示す第２の接続部ＣＦ２
への接続状態へと入れ替える場合には、第１のテンプル部１０を１８０度回転させて、そ
の側面の向く方向が反対になるようにして、接続することになる。
【０１０４】
　また第２のテンプル部２０は、図８（Ａ）に示すようにフロント部３０の第２の接続部
ＣＦ２への接続時には、その第１の側面ＳＢ１が第２の方向ＤＲ２を向き、第２の側面Ｓ
Ｂ２が第１の方向ＤＲ１を向いた状態で、第２の接続部ＣＦ２に接続される。ここで第１
の側面ＳＢ１は、装着時に使用者から見て外側に向く面であり、例えば図４に示す側面が
、第２のテンプル部２０の第１の側面ＳＢ１になる。一方、第２の側面ＳＢ２は、第１の
側面ＳＢ１の反対側の面であり、装着時に使用者の側頭部側に向く面である。
【０１０５】
　一方、第２のテンプル部２０は、図８（Ｂ）に示すようにフロント部３０の第１の接続
部ＣＦ１への接続時には、第１の側面ＳＢ１が第１の方向ＤＲ１を向き、第２の側面ＳＢ
２が第２の方向ＤＲ２を向いた状態で、第１の接続部ＣＦ１に接続される。即ち、図８（
Ａ）に示す第２の接続部ＣＦ２への接続状態から、図８（Ｂ）に示す第１の接続部ＣＦ１
への接続状態へと入れ替える場合には、第２のテンプル部２０を１８０度回転させて、そ
の側面の向く方向が反対になるようにして、接続することになる。
【０１０６】
　また図９（Ａ）、図９（Ｂ）に示すように、フロント部３０の第１の接続部ＣＦ１は、
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第１、第２の端子ＴＦ１、ＴＦ２を有し、第２の接続部ＣＦ２は第３、第４の端子ＴＦ３
、ＴＦ４を有する。また第１のテンプル部１０（接続部ＣＰ１）は、第１のテンプル側端
子ＴＰ１と、第２のテンプル側端子ＴＰ２を有し、第２のテンプル部２０（接続部ＣＰ２
）は、第３のテンプル側端子ＴＰ３と、第４のテンプル側端子ＴＰ４を有する。なお、こ
こでは説明を簡単にするために、第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２、第１、第２のテン
プル部１０、２０（ＣＰ１、ＣＰ２）の各々が、２つの端子を有する場合について説明す
るが、本実施形態はこれに限定されず、これらの各々が３つ以上の端子を有してもよい。
【０１０７】
　そして図９（Ａ）、図９（Ｂ）は、図８（Ａ）のように第１の接続部ＣＦ１に第１のテ
ンプル部１０が接続され、第２の接続部ＣＦ２に第２のテンプル部２０が接続された場合
の端子の接続状態を示している。一方、図９（Ｃ）、図９（Ｄ）は、図８（Ｂ）のように
第１の接続部ＣＦ１に第２のテンプル部２０が接続され、第２の接続部ＣＦ２に第１のテ
ンプル部１０が接続された場合の端子の接続状態を示している。即ち、図９（Ａ）と図９
（Ｃ）とでは、フロント部３０の第１の接続部ＣＦ１に接続されるテンプル部が、第１の
テンプル部１０から第２のテンプル部２０に入れ替わっており、図９（Ｂ）と図９（Ｄ）
とでは、第２の接続部ＣＦ２に接続されるテンプル部が、第２のテンプル部２０から第１
のテンプル部１０に入れ替わっている。
【０１０８】
　そして、第１のテンプル部１０の第１のテンプル側端子ＴＰ１は、図９（Ａ）に示す第
１の接続部ＣＦ１への接続時には、第１の接続部ＣＦ１の第１の端子ＴＦ１に接続される
。一方、図９（Ｄ）に示す第２の接続部ＣＦ２への接続時には、第１のテンプル側端子Ｔ
Ｐ１は、第２の接続部ＣＦ２の第４の端子ＴＦ４に接続される。
【０１０９】
　また、第１のテンプル部１０の第２のテンプル側端子ＴＰ２は、図９（Ａ）に示す第１
の接続部ＣＦ１への接続時には、第１の接続部ＣＦ１の第２の端子ＴＦ２に接続される。
一方、図９（Ｄ）に示すように第２の接続部ＣＦ２への接続時には、第２のテンプル側端
子ＴＰ２は、第２の接続部ＣＦ２の第３の端子ＴＰ３に接続される。
【０１１０】
　また第２のテンプル部２０の第３のテンプル側端子ＴＰ３は、図９（Ｂ）に示す第２の
接続部ＣＦ２への接続時には、第２の接続部ＣＦ２の第３の端子ＴＦ３に接続される。一
方、図９（Ｃ）に示す第１の接続部ＣＦ１への接続時には、第３のテンプル側端子ＴＰ３
は、第１の接続部ＣＦ１の第２の端子ＴＦ２に接続される。
【０１１１】
　また第２のテンプル部２０の第４のテンプル側端子ＴＰ４は、図９（Ｂ）に示す第２の
接続部ＣＦ２への接続時には、第２の接続部ＣＦ２の第４の端子ＴＰ４に接続される。一
方、図９（Ｃ）に示す第１の接続部ＣＦ１への接続時には、第４のテンプル側端子ＴＰ４
は、第１の接続部ＣＦ１の第１の端子ＴＦ１に接続される。
【０１１２】
　以上のように本実施形態では、第１、第２のテンプル部１０、２０のピン配置等の構造
が上下方向（鉛直方向）において対称な構造になっているため、図８（Ａ）、図８（Ｂ）
のようなテンプル部の左右の入れ替え接続が可能になる。従って、表示装置等の電装部品
を、使用者の好みに応じて左右で入れ代えることが可能になり、多様な用途への対応が可
能になる。
【０１１３】
　なお、本実施形態では後述するように、フロント部３０は、第１、第２の接続部ＣＦ１
、ＣＦ２に、同一種別のテンプル部（第１、第２のテンプル部の一方のテンプル部）が接
続された場合に、当該同一種別のテンプル部が有する電装部同士間の電気的接続を非接続
にするようにしている。
【０１１４】
　次に、図１０（Ａ）～図１０（Ｃ）を用いてテンプル部の入れ替え接続について更に詳
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細に説明する。
【０１１５】
　図１０（Ａ）に示すように、第１のテンプル部１０には、その第１の電装部として表示
装置が設けられ、第２のテンプル部２０には、その第２の電装部としてバッテリが設けら
れている。そしてフロント部３０には、これらの第１のテンプル部１０の表示装置と第２
のテンプル部２０のバッテリを電気的に接続するための第１、第２の接続線ＬＣ１、ＬＣ
２が配線されている。これらの第１、第２の接続線ＬＣ１、ＬＣ２は、フロント部３０の
撮像装置にも接続されている。なお、バッテリと電装部品を接続する場合には、ＶＤＤの
接続線とＧＮＤの接続線が必要になるが、以下では、説明を簡単にするために、ＶＤＤの
接続線を例にとり説明を行う。
【０１１６】
　例えば図１０（Ａ）に示すように、フロント部３０に配線される第１の接続線ＬＣ１は
、フロント部３０の第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に第１、第２のテンプル部１０、
２０が接続された場合に、第１のテンプル部１０の表示装置（広義には第１の電装部）と
第２のテンプル部２０のバッテリ（広義には第２の電装部）を電気的に接続するための接
続線である。即ち、前述した図８（Ａ）に示す接続時には、フロント部３０に配線された
第１の接続線ＬＣ１により、第１のテンプル部１０の表示装置と第２のテンプル部２０の
バッテリとの間の電気的接続が実現される。また第１の接続線ＬＣ１により、フロント部
３０の撮像装置と第２のテンプル部２０のバッテリとの間の電気的接続も実現される。
【０１１７】
　一方、図１０（Ｂ）に示すように、フロント部３０に配線される第２の接続線ＬＣ２は
、フロント部３０の第１の接続部ＣＦ１に第２のテンプル部２０が接続され、第２の接続
部ＣＦ２に第１のテンプル部１０が接続された場合に、第１のテンプル部１０の表示装置
（第１の電装部）と第２のテンプル部２０のバッテリ（第２の電装部）を電気的に接続す
るための接続線である。即ち、図８（Ｂ）に示す接続時には、フロント部３０に配線され
た第２の接続線ＬＣ２により、第１のテンプル部１０の表示装置と第２のテンプル部２０
のバッテリとの間の電気的接続が実現される。また第２の接続線ＬＣ２により、フロント
部３０の撮像装置と第２のテンプル部２０のバッテリとの間の電気的接続も実現される。
【０１１８】
　更に具体的には、フロント部３０の第１の接続部ＣＦ１は、第１、第２の端子ＴＦ１、
ＴＦ２を有し、第１の端子ＴＦ１は第１の接続線ＬＣ１に接続され、第２の端子ＴＦ２は
第２の接続線ＬＣ２に接続される。
【０１１９】
　また、フロント部３０の第２の接続部ＣＦ２は、第３、第４の端子ＴＦ３、ＴＦ４を有
し、第３の端子ＴＦ３は第１の接続線ＬＣ１に接続され、第４の端子ＴＦ４は第２の接続
線ＬＣ２に接続される。
【０１２０】
　そして図８（Ａ）に示すように、第１の接続部ＣＦ１に第１のテンプル部１０が接続さ
れ、第２の接続部ＣＦ２に第２のテンプル部２０が接続される場合には、図１０（Ａ）に
示すように、第１のテンプル部１０の表示装置（第１の電装部）と、第２のテンプル部２
０のバッテリ（第２の電装部）とは、第１の接続部ＣＦ１の第１の端子ＴＦ１、第１の接
続線ＬＣ１、第２の接続部ＣＦ２の第３の端子ＴＦ３を介して電気的に接続される。また
、フロント部３０の撮像装置と第２のテンプル部２０のバッテリとは、第１の接続線ＬＣ
１、第２の接続部ＣＦ２の第３の端子ＴＦ３を介して電気的に接続される。
【０１２１】
　即ち、図９（Ａ）、図９（Ｂ）で説明したように、表示装置に接続される第１のテンプ
ル側端子ＴＰ１と第１の端子ＴＦ１が接続され、バッテリに接続される第３のテンプル側
端子ＴＰ３と第３の端子ＴＦ３が接続され、第１の端子ＴＦ１と第３の端子ＴＦ３は第１
の接続線ＬＣ１により接続される。これにより、第１のテンプル部１０の表示装置（電装
部品）やフロント部３０の撮像装置と、第２のテンプル部２０のバッテリとが電気的に接
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続され、第１のテンプル部１０の表示装置（電装部品）やフロント部３０の撮像装置に対
して、第２のテンプル部２０のバッテリからの電源を供給できるようになる。
【０１２２】
　一方、図８（Ｂ）に示すように、第１の接続部ＣＦ１に第２のテンプル部２０が接続さ
れ、第２の接続部ＣＦ２に第１のテンプル部１０が接続される場合には、第２のテンプル
部２０のバッテリ（第２の電装部）と、第１のテンプル部１０の表示装置（第１の電装部
）とは、図１０（Ｂ）に示すように、第１の接続部ＣＦ１の第２の端子ＴＦ２、第２の接
続線ＬＣ２、第２の接続部ＣＦ２の第４の端子ＴＦ４を介して電気的に接続される。また
、第２のテンプル部２０のバッテリと、フロント部３０の撮像装置とは、第１の接続部Ｃ
Ｆ１の第２の端子ＴＦ２、第２の接続線ＬＣ２を介して電気的に接続される。
【０１２３】
　即ち、図９（Ｃ）、図９（Ｄ）で説明したように、バッテリに接続される第３のテンプ
ル側端子ＴＰ３と第２の端子ＴＦ２が接続され、表示装置に接続される第１のテンプル側
端子ＴＰ１と第４の端子ＴＦ４が接続され、第２の端子ＴＦ２と第４の端子ＴＦ４は第２
の接続線ＬＣ２により接続される。これにより、第１のテンプル部１０の表示装置やフロ
ント部３０の撮像装置と、第２のテンプル部２０のバッテリとが接続され、第１のテンプ
ル部１０の表示装置やフロント部３０の撮像装置に対して、第２のテンプル部２０のバッ
テリからの電源を供給できるようになる。
【０１２４】
　更に本実施形態では、フロント部３０は、第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に、バッ
テリを有する同一種別のテンプル部が接続された場合には、これらのバッテリ間の電気的
接続を非接続にして、電源のショートを防止している。
【０１２５】
　例えば図１０（Ｃ）では、バッテリを有する同一種別の第２のテンプル部２０－１、２
０－２が、各々、フロント部３０の第１、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に接続されている
。この場合には、バッテリ間は非接続になり、電源のショートが防止される。
【０１２６】
　例えば、第２のテンプル部２０－１の第３のテンプル側端子ＴＰ３は、フロント部３０
の第２の端子ＴＦ２に接続され、第２の端子ＴＦ２は第２の接続線ＬＣ２に接続される。
一方、第２のテンプル部２０－２の第３のテンプル側端子ＴＰ３は、フロント部３０の第
３の端子ＴＦ３に接続され、第３の端子ＴＦ３は第１の接続線ＬＣ１に接続される。そし
て、図１０（Ｃ）に示すように、第１の接続線ＬＣ１と第２の接続線ＬＣ２は、電気的に
分離された別々の接続線である。従って、第２のテンプル部２０－１のバッテリと第２の
テンプル部２０－２のバッテリとは電気的に非接続になり、バッテリ同士の電源のショー
トを防止できるようになる。
【０１２７】
　以上のように図１０（Ａ）～図１０（Ｃ）に示す手法によれば、バッテリと表示装置と
いうように、異なる種別のテンプル部を左右に接続する場合には、左右の入れ替え接続を
行ったとしても、正しい接続を実現できる。一方、例えばバッテリを有する同一種別のテ
ンプル部を左右に接続した場合には、接続に使用される接続線ＬＣ１、ＬＣ２が電気的に
分離されているため、バッテリ同士が接続されて電源のショートが生じる事態を、効果的
に防止できるようになる。
【０１２８】
　また図１１（Ａ）では、表示系の第１のテンプル部１０には電装部として表示装置が設
けられ、処理系の第２のテンプル部２０には電装部として処理部（或いは記憶部、通信部
）が設けられている。
【０１２９】
　そして図１１（Ａ）に示すように、フロント部３０には、第１のテンプル部１０の電装
部との接続用の接続線ＬＮ１１、ＬＮ１２が配線されている。従って、フロント部３０の
第１の接続部ＣＦ１に第１のテンプル部１０が接続された場合には、これらの接続線ＬＮ
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１１、ＬＮ１２により、フロント部３０の撮像装置と第１のテンプル部１０の表示装置と
が電気的に接続される。
【０１３０】
　またフロント部３０には、第２のテンプル部２０の電装部との接続用の接続線ＬＮ２１
、ＬＮ２２が配線されている。従って、フロント部３０の第２の接続部ＣＦ２に第２のテ
ンプル部２０が接続された場合には、これらの接続線ＬＮ２１、ＬＮ１２により、フロン
ト部３０の撮像装置と第２のテンプル部２０の処理部等とが電気的に接続される。
【０１３１】
　またフロント部３０には、第１、第２のテンプル部１０、２０の間を撮像装置を介さず
に接続する接続線ＬＮ３１、ＬＮ３２が配線されている。従って、フロント部３０の第１
、第２の接続部ＣＦ１、ＣＦ２に第１、第２のテンプル部１０、２０が接続された場合に
は、これらの接続線ＬＮ３１、ＬＮ３２により、第１のテンプル部１０の表示装置と第２
のテンプル部２０の処理部等が電気的に接続される。
【０１３２】
　一方、図１１（Ｂ）のようにテンプル部の左右の入れ替え接続が行われた場合には、接
続線ＬＮ２１、ＬＮ２２により、フロント部３０の撮像装置と第１のテンプル部１０の表
示装置とが電気的に接続される。また、接続線ＬＮ１１、ＬＮ１２により、フロント部３
０の撮像装置と第２のテンプル部２０の処理部等とが電気的に接続される。また、第１、
第２のテンプル部１０、２０との間は、図１１（Ａ）と同様に接続線ＬＮ３１、ＬＮ３２
により電気的に接続される。従って、テンプル部の左右の入れ替え接続が行われた場合に
も、適切な信号接続を実現できるようになる。
【０１３３】
　４．テンプル部
　本実施形態では、テンプル部はフロント部に対して着脱自在になっており、用途に応じ
た様々なテンプル部を接続できるという特徴がある。以下、テンプル部の種々の例につい
て説明する。
【０１３４】
　図１２（Ａ）、図１２（Ｂ）にテンプル部の詳細例を示す。このテンプル部１０は、モ
ダン部１２にバッテリ１６が内蔵されている。そしてテンプル部１０は、バッテリ１６が
設けられるモダン部１２を着脱可能に接続する接続部ＣＰ３を有する。例えば接続部ＣＰ
３を介してテンプル部１０にモダン部１２が接続されている場合には、モダン部１２が内
蔵するバッテリ１６からの電源が、接続線ＬＢ１～ＬＢ４を介して回路基板１４に供給さ
れ、これにより回路基板１４の電装部品等を動作させることが可能になる。そして、この
バッテリ１６を内蔵するモダン部１２は着脱自在になっており、モダン部１２をテンプル
部１０から取り外すことで、モダン部１２のバッテリ１６を、充電装置等を用いて充電で
きるようになる。
【０１３５】
　このようにすれば、使用者は、バッテリを内蔵する複数のモダン部を予備として所持し
ておき、バッテリの充電切れの場合にも、バッテリを内蔵する予備のモダン部に交換する
ことで、テンプル部の電装部品を直ぐに動作させて使用できるようになる。この場合に、
テンプル部の本体の交換は不要であり、交換するのは小型なモダン部だけで済むため、使
用者の利便性を向上できる。
【０１３６】
　また図１２（Ａ）では、テンプル部１０に表示装置５０が取り付けられている。図１３
（Ａ）に示すように、この表示装置５０は、表示部５２と、接眼光学系５４と、支持部５
８を有する。
【０１３７】
　表示部５２（表示素子）は、ＬＣＤやＯＬＥＤ等により実現されるものであり、各種の
画像を表示する。表示部５２は、図３（Ｂ）の回路基板１４に実装される駆動装置と接続
線ＬＤにより電気的に接続されて、表示駆動される。接眼光学系５４は、表示部５２の画
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像を使用者に虚像として観察可能にする光学系であり、導光部５５や接眼窓５６などの光
学部品により構成される。表示部５２からの表示画像光は、接眼光学系５４の導光部５５
により接眼窓５６に導光される。支持部５８は、接眼光学系５４の接眼窓５６をフロント
部３０の前方に支持（配置）する部材である。即ち、接眼窓５６を使用者の右目又は左目
の前方に支持して配置する。この支持部５８は屈曲自在となっており、使用者は支持部５
８を屈曲させることで、接眼窓５６の位置を調整できる。
【０１３８】
　図１３（Ａ）の構成の表示装置５０を用いることで、図１３（Ｂ）に示すように、シー
スルー型のＨＭＤによる画像表示が可能になる。即ち、使用者の視界の一部に、表示装置
５０で生成された画像ＩＭを重畳して表示できるようになる。図１３（Ｂ）では、使用者
に対して道案内を行うナビゲーション用の画像ＩＭが、使用者の視界の一部に重畳表示さ
れている。なお本実施形態に用いられる表示装置５０は図１３（Ａ）の構成には限定され
ず、種々の変形実施が可能である。
【０１３９】
　本実施形態では、様々な用途に応じたテンプル部を眼鏡型ウェアラブル装置のフロント
部に着脱自在に接続できるようになっている。例えば図１４（Ａ）、図１４（Ｂ）では、
回路基板１４と、回路基板１４等に電源を供給するバッテリ１６が内蔵されたテンプル部
１０が、フロント部３０の接続部ＣＦ１に接続されている。そして、例えば回路基板１４
に、図１３（Ａ）の表示装置５０の表示部５２（表示パネル）を駆動する駆動装置等を設
けることで、図１３（Ｂ）に示すような画像を使用者の右目に映し出すことが可能になる
。
【０１４０】
　一方、図１４（Ｃ）では、図１４（Ａ）、図１４（Ｂ）のような回路基板１４、バッテ
リ１６などの電装系を内蔵しない通常の眼鏡テンプル部２１０がフロント部３０の接続部
ＣＦ１に接続されている。例えば使用者が図１３（Ｂ）のような画像表示を望まない状況
である場合には、図１４（Ｃ）のような通常の眼鏡テンプル部２１０をフロント部３０に
接続することで、使用者の要望に応えることができる。
【０１４１】
　図１５（Ａ）では、テンプル部１０にモダン部１２との接続部ＣＰ３が設けられ、バッ
テリ１６を有するモダン部１２は、テンプル部１０から着脱自在になっている。同様に図
１５（Ｂ）でも、テンプル部２０にモダン部２２との接続部ＣＰ４が設けられ、バッテリ
２６を有するモダン部２２は、テンプル部２０から着脱自在になっている。また図１５（
Ｂ）では、テンプル部２０に回路基板２５が設けられ、この回路基板２５により、例えば
センサ、ＴＶチューナー等のオプション機能を実現できるようになっている。例えば、右
側のテンプル部１０に表示装置５０を設け、左側のテンプル部２０にＴＶチューナを設け
ることで、使用者は、ＴＶチューナにより得られたＴＶ映像を、表示装置５０を用いて視
聴することが可能になる。
【０１４２】
　更に図１５（Ｂ）では、回路基板２５を有するテンプル部２０を、このような回路基板
２５を有しないテンプル部２２０に交換可能になっている。例えば上述のようなオプショ
ン機能を望まない使用者は、テンプル部２０に代えてテンプル部２２０を接続して眼鏡型
ウェアラブル装置を使用する。この場合に、テンプル部２２０には、バッテリ２６を有す
るモダン部２２の接続が可能になっており、バッテリ２６からの電源をフロント部３０を
介して、他方のテンプル部１０に供給できるようになっている。
【０１４３】
　そして、図１５（Ａ）、図１５（Ｂ）のようにテンプル部１０、２０の本体からモダン
部１２、２２が着脱自在な構成である場合には、図１６（Ａ）、図１６（Ｂ）に示すよう
に、テンプル部１０、２０の本体の接続を入れ替えることで、左右の入れ替え接続が可能
になる。この場合には、モダン部１２、２２については左右の入れ替えを行わなくて済む
ため、使用者の耳の形状にフィットしたモダン部１２、２２をそのまま使用することが可
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能になる。即ち、左右の耳にフィットしたモダン部１２、２２については入れ替えずに、
テンプル部１０、１２の本体だけを左右で入れ替え接続することが可能になる。
【０１４４】
　図１７は、フロント部３０の左右の両方に、表示装置５０を有するテンプル部１０、２
０を接続した例である。このような接続にすることで、図１３（Ｂ）に示すような画像を
、使用者の左右の両方の目に映し出すことが可能になる。この場合に、例えば左目に映し
出す画像のコンテンツと右目に映し出す画像のコンテンツを変えることで、様々な用途に
対応できるようになる。
【０１４５】
　また、例えば図２（Ｂ）に示すようにフロント部３０の右目、左目の各々に対応する位
置に撮像装置３２－１、３２－２が設けられる場合には、例えば撮像装置３２－１の撮影
画像をテンプル部１０の表示装置５０に表示し、撮像装置３２－２の撮影画像をテンプル
部２０の表示装置５０に表示してもよい。こうすることで、視差のついた画像の表示等が
可能になる。
【０１４６】
　このように本実施形態では、複数種類のテンプル部やフロント部を様々に組み合わせて
使用することが可能になる。例えば機能の異なるテンプル部を交換することで、用途に応
じた使い分けが可能になる。例えば、記憶部（ハードディスク、メモリ）が搭載されて記
録のみを行うテンプル部を用いれば、撮影した画像をテンプル部の内部に保存することが
可能になる。また、別のテンプル部では無線通信機能を搭載し、撮影した画像を、順次、
外部の携帯型多機能端末やサーバなどに送信するようにしてもよい。また、表示装置を有
するテンプル部についても、表示装置の仕様が異なるテンプル部に交換することにより、
解像度や画角、シースルーの有無、アスペクト比など用途に合わせて選択できるようにな
る。
【０１４７】
　なお、フロント部やテンプル部の接続部としては、種々の構造のものを用いることがで
き、例えば図１８（Ａ）、図１８（Ｂ）に示す構造の接続部を採用してもよい。
【０１４８】
　図１８（Ａ）では、フロント部３０の接続部ＣＦ１は、ピンジャック１３０と、ピンジ
ャック１３０に設けられた電極１３２、１３４（端子）により構成される。一方、テンプ
ル部１０の接続部ＣＰ１は、ピンジャック１３０の受け部１１０と、受け部１１０に設け
られた電極１１２、１１４（端子）により構成される。そして、図１８（Ｂ）に示すよう
にフロント部３０とテンプル部１０を接続する際には、ピンジャック１３０を受け部１１
０に差し込んで接続することになる。この際に、ピンジャック１３０の電極１３２、１３
４と受け部１１０の電極１１２、１１４が接触することで、フロント部３０とテンプル部
１０との間の電気的接続が可能になる。即ち、電極１３２、１３４と電極１１２、１１４
の接続により、テンプル部１０の電装部とフロント部３０の接続線ＬＣとが電気的に接続
され、左右のテンプル部の電装部間や、テンプル部の電装部とフロント部の電装部との間
の電気的接続が可能になる。
【０１４９】
　５．テンプル部の種別検出
　図１９は、本実施形態の眼鏡型ウェアラブル装置の電気的な構成を示すブロック図であ
り、眼鏡型ウェアラブル装置の電装部の構成を示す機能ブロック図である。
【０１５０】
　図１９において、処理部３００（図６の処理部６２）は、装置の各種の制御処理や演算
処理を行う。この処理部３００の機能は、例えばマイコンなどのプロセッサやＡＳＩＣな
どにより実現される。
【０１５１】
　検出部３１０は種々の検出処理を行う。記憶部３２０（記憶部６４）は、処理部３００
等の作業領域となったり、画像データの記憶領域となるメモリ（ハードディスク）である
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。無線通信部３３０（通信部６６）は、外部との無線通信処理を行う。駆動部３４０は、
表示装置５０の駆動を行うものであり、表示装置５０の表示部がＬＣＤである場合には、
駆動部３４０は液晶ドライバーにより実現される。Ｉ／Ｆ部３６０は、撮像装置３２との
インターフェースを行うものであり、撮像装置３２の制御処理や撮影画像の取り込み処理
などを行う。撮像装置３２としてはＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等のイメージセンサを用いる
ことができる。バッテリ３８０は、眼鏡型ウェアラブル装置の各部に電源を供給するもの
であり、２次電池や１次電池等により実現される。
【０１５２】
　そして本実施形態では、検出部３１０が、フロント部に接続されるテンプル部の種別検
出を行う。例えば検出部３１０は、フロント部の左右に、いずれの種別のテンプル部が接
続されたかを検出する。そして処理部３００は、検出部３１０での検出結果に基づく処理
を行う。即ち、テンプル部の種別の検出結果に応じた種々の処理（画像処理、制御処理、
判断処理等）を行う。
【０１５３】
　例えば処理部３００は、表示装置５０により表示される画像、或いは撮像装置３２によ
り撮影された画像に対して、検出部３１０での検出結果に基づく画像処理を行う。
【０１５４】
　例えば図２０（Ａ）、図２０（Ｂ）では、上述の画像処理として、画像の左右反転処理
が行われている。即ち図２０（Ａ）では、フロント部３０の右側に、表示装置５０を有す
るテンプル部１０が接続されており、図２０（Ｂ）では、フロント部３０の左側に、表示
装置５０を有するテンプル部１０が接続されている。そして図２０（Ａ）から図２０（Ｂ
）に接続を入れ替える場合には、前述したようにテンプル部１０を１８０度回転させて接
続することになる。従って、図２０（Ａ）、図２０（Ｂ）において表示装置５０が同じ画
像を表示してしまうと、表示に矛盾が生じる。
【０１５５】
　そこで本実施形態では、図２０（Ａ）から図２０（Ｂ）に接続が入れ替えられた場合に
は、表示装置５０に表示される画像（撮影画像等）の左右反転処理を行う。即ち、検出部
３１０が、図２０（Ａ）、図２０（Ｂ）のような接続の入れ替えが行われたことを検出し
、処理部３００が、この検出結果に基づいて、表示画像の左右判定処理の画像処理を行う
。こうすることで、図２０（Ａ）、図２０（Ｂ）のような接続の入れ替えが行われた場合
にも、矛盾の無い画像を使用者に対して表示できるようになる。
【０１５６】
　なお、テンプル部の種別結果に基づく処理としては種々の処理が考えられる。例えばテ
ンプル部１０に、処理部３００（マイコン）が設けられ、テンプル部２０に、ＴＶチュー
ナ、センサ等の各種のオプション装置が設けられる場合を想定する。この場合には、処理
部３００は、フロント部３０に接続されたテンプル部２０の種別の検出結果に基づいて、
その種別に対応づけられた各種の処理を行う。例えば処理部３００は、ＴＶチューナが設
けられたテンプル部２０が接続されたと判断すると、ＴＶチューナで得られた映像を表示
装置５０に表示するための処理を行う。また、処理部３００は、種々のセンサ（例えばＧ
ＰＳセンサ、加速度センサ等）が設けられたテンプル部２０が接続されたと判断すると、
そのセンサ用の処理として対応づけられた処理を行う。具体的には、ＧＰＳセンサを内蔵
するテンプル部２０が接続されたと判断すると、そのＧＰＳセンサを用いた位置測定処理
等を行う。また加速度センサを内蔵するテンプル部２０が接続されたと判断すると、その
加速度センサを用いた各種のアプリケーション処理（例えば歩数判定処理、加速度センサ
を用いた操作情報の取得処理等）を行う。
【０１５７】
　即ち、本実施形態では、様々なオプション装置を有するテンプル部の接続を可能にして
、機能の変更・拡張が可能な眼鏡型ウェアラブル装置を実現している。そして処理部３０
０は、テンプル部の種別を検出することで、当該テンプル部により変更・拡張された機能
を認識し、それに応じた処理を行う。このようにすれば、テンプル部の交換による眼鏡型
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ウェアラブル装置の機能の変更・拡張を、効率的に実現することが可能になる。
【０１５８】
　なお、テンプル部の種別の検出手法としては種々の手法が考えられる。例えば図２１（
Ａ）では、フロント部３０の右側に、表示装置を有するテンプル部１０が接続され、フロ
ント部３０の左側に、バッテリを有するテンプル部２０が接続されている。この場合には
、図１０（Ａ）で説明したように、バッテリからの電源ＶＤＤは、フロント部３０の接続
線ＬＣ１を介して表示装置に供給されることになる。
【０１５９】
　一方、図２１（Ｂ）では、フロント部３０の左側に、表示装置を有するテンプル部１０
が接続され、フロント部３０の右側に、バッテリを有するテンプル部２０が接続されてい
る。この場合には、図１０（Ｂ）で説明したように、バッテリからの電源ＶＤＤは、フロ
ント部３０の接続線ＬＣ２を介して表示装置に供給されることになる。
【０１６０】
　そして図２１（Ａ）、図２１（Ｂ）では、検出部３１０が、接続線ＬＣ１、ＬＣ２の電
圧検出を行い、処理部３００が、電圧検出結果に基づいて、フロント部３０に接続された
テンプル部１０、２０の種別を検出する。
【０１６１】
　例えば図２１（Ａ）では、接続線ＬＣ１の電圧がＶＤＤであると検出されるため、処理
部３００は、フロント部３０の右側に、表示装置を有するテンプル部１０が接続され、フ
ロント部３０の左側に、バッテリを有するテンプル部２０が接続されていると判断できる
。従って、処理部３００は、図２０（Ａ）に示すような画像が表示装置に表示されるよう
に制御を行う。
【０１６２】
　一方、図２１（Ｂ）では、接続線ＬＣ２の電圧がＶＤＤであると検出されるため、処理
部３００は、フロント部３０の左側に、表示装置を有するテンプル部１０が接続され、フ
ロント部３０の右側に、バッテリを有するテンプル部２０が接続されていると判断できる
。従って、処理部３００は、図２０（Ｂ）に示すような画像が表示装置に表示されるよう
に制御を行う。具体的には、表示装置の表示画像の左右反転処理を行う。これにより、接
続されたテンプル部の種別に応じた処理を実現できる。
【０１６３】
　また図２１（Ｃ）では、各テンプル部１０、２０に、マイコン等で実現される処理部３
００－１、３００－２が設けられる。そして処理部３００－１、３００－２が、例えばフ
ロント部３０に設けられた通信線ＬＣＭ（或いは無線通信）を用いて通信処理を行うこと
で、テンプル部の種別判定処理を行う。例えばテンプル部１０に設けられた処理部３００
－１は、自身の種別情報を、通信線ＬＣＭを介して、処理部３００－２に通知する。また
、テンプル部２０に設けられた処理部３００－２は、自身の種別情報を、通信線ＬＣＭを
介して、処理部３００－１に通知する。そして例えば図２１（Ｄ）に示すように、テンプ
ル部の種別情報である各テンプルＩＤに対して、各処理部３００－１、３００－２が実行
すべき各処理が対応づけられており、各処理部３００－１、３００－２は、各テンプルＩ
Ｄに対応づけられた各処理を実行する。こうすることで、各処理部３００－１、３００－
２は、テンプル部の種別に応じた適切な処理を実行することが可能になる。
【０１６４】
　例えば、通信されたテンプルＩＤに基づいて、テンプル部１０が、表示装置を有する表
示系のテンプル部であり、テンプル部２０が、処理系のテンプル部であると判断されたと
する。すると、処理部３００－１、３００－２は、テンプル部２０において画像処理等が
施された画像を、テンプル部１０の表示装置に表示させる処理等を実行する。一方、通信
されたテンプルＩＤに基づいて、テンプル部１０が、処理系のテンプル部であり、テンプ
ル部２０が、表示装置を有する表示系のテンプル部であると判断されたとする。すると、
処理部３００－１、３００－２は、テンプル部１０において画像処理等が施された画像を
、テンプル部２０の表示装置に表示させる処理等を実行する。このようにすれば、フロン
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【０１６５】
　以上のように本実施形態について詳細に説明したが、本発明の新規事項及び効果から実
体的に逸脱しない多くの変形が可能であることは当業者には容易に理解できるであろう。
従って、このような変形例はすべて本発明の範囲に含まれるものとする。例えば明細書又
は図面において、少なくとも一度、より広義または同義な異なる用語と共に記載された用
語は、明細書又は図面のいかなる箇所においても、その異なる用語に置き換えることがで
きる。また眼鏡型ウェアラブル装置、テンプル部、フロント部の構成・処理等も本実施形
態で説明したものに限定されず、種々の変形実施が可能である。
【符号の説明】
【０１６６】
１０　第１のテンプル部、１２　モダン部、１４　回路基板、１６　バッテリ、
２０　第２のテンプル部、２２　モダン部、２４　バッテリ、３０　フロント部、
３２、３２－１、３２－２　撮像装置、５０　表示装置、５２　表示部、
５４　接眼光学系、５５　導光部、５６　接眼窓、５８　支持部、
６２　処理部、６４　記憶部、６６　通信部、
２１０　通常の眼鏡テンプル部、２２０　テンプル部、
３００　処理部、３１０　検出部、３２０　記憶部、３３０　無線通信部、
３４０　駆動部、３６０　Ｉ／Ｆ部、３８０　バッテリ、
ＣＦ１、ＣＦ２　第１、第２の接続部、ＣＰ１、ＣＰ２　第１、第２の接続部、
ＬＣ　接続線、ＬＣ１、ＬＣ２　第１、第２の接続線、
ＬＮ１～ＬＮ３、ＬＮ１１～ＬＮ３２　接続線、
ＴＦ１～ＴＦ４　第１～第４の端子、ＴＰ１～ＴＰ４　第１～第４のテンプル側端子

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】



(29) JP 6021582 B2 2016.11.9
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【図１４】 【図１５】
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【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】
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